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平
成
19
年
度
一
般
会
計
予
算
額
は
33
億
５
千
８
百
万

円
と
な
り
、
対
18
年
度
比
４
千
１
百
円
（
１
・
24
パ
ー
セ

ン
ト
）
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
年
次
的
に
は
予
算
は
減
ら

し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
小
学
校
の
特
別

教
室
棟
改
築
工
事
の
特
殊
事
情
の
他
、
中
学
校
教
室
棟

の
ト
イ
レ
改
修
工
事
そ
の
他
の
事
業
が
重
な
っ
て
お
り
、

こ
の
様
に
な
り
ま
し
た
。
他
に
村
営
住
宅
新
築
事
業
が

採
択
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
増
加
要
素
も
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
方
は
そ
の
時
点
で
の
補
正
対
応
と
し
て
い
ま
す
。
平
成

16
年
度
に
行
財
政
の
見
な
お
し
を
行
い
、
17
年
度
か
ら

実
施
し
て
い
る
所
で
す
が
、
予
算
額
は
当
初
予
算
で
み

ま
し
て
、
17
年
度
は
32
億
６
千
７
百
万
円
、
18
年
度
は

33
億
１
千
７
百
万
円
で
５
千
万
円
（
１
・
53
パ
ー
セ
ン

ト
）
の
増
、
19
年
度
は
前
述
の
と
お
り
で
、
増
の
要
素
は

い
ず
れ
も
学
校
関
係
で
す
。
し
か
し
、
19
年
度
に
お
い
て

は
他
の
ソ
フ
ト
事
業
費
、
言
い
か
え
れ
ば
住
民
サ
ー
ビ
ス

関
係
も
延
び
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
削
除
ば
か
り
に
汲
々
と

し
て
い
る
と
閉
塞
感
に
閉
ざ
さ
れ
て
活
力
が
失
わ
れ
る

の
で
、
将
来
を
見
据
え
な
が
ら
も
サ
ー
ビ
ス
は
先
進
的

に
行
っ
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

平
成
19
年
度
は
、
第
４
次
総
合
計
画
の
第
２
年
次
で

す
か
ら
こ
れ
に
依
っ
て
、
住
み
良
い
特
徴
の
あ
る
村
を

作
っ
て
行
こ
う
と
思
い
ま
す
。
原
村
は
緑
豊
か
な
自
然
を

基
本
に
農
業
を
主
体
と
し
て
、
癒
し
と
清
浩
の
里
と
し

て
持
続
発
展
を
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
更

に
高
福
祉
の
村
と
し
て
、
人
の
情
の
厚
い
村
を
目
指
し
、

程
よ
い
大
き
さ
は
勝
れ
た
自
治
が
実
現
で
き
る
こ
と
を

具
現
化
し
て
、
理
想
の
天
地
を
築
く
べ
く
19
年
度
の
事

務
事
業
を
組
立
て
ま
し
た
。
安
倍
総
理
は
「
美
し
い
国
、

日
本
」
を
標
榜
し
て
い
ま
す
が
、
わ
が
原
村
こ
そ
最
も
そ

れ
に
ふ
さ
わ
し
い
村
と
な
り
う
る
気
概
で
、「
人
も
地
域

も
輝
く
緑
豊
か
な
原
村
」
づ
く
り
を
、
共
に
進
め
て
行
き

ま
し
ょ
う
。

　

原
村
は
こ
れ
か
ら
の
村
づ
く
り
を
合
併
に
頼
る
こ
と

な
く
、「
小
さ
な
自
治
体
の
方
が
き
め
細
や
か
な
勝
れ
た

自
治
が
で
き
る
」
と
い
う
信
念
で
、
日
々
前
進
し
て
き
ま

し
た
。
住
民
の
皆
さ
ん
の
理
念
実
現
に
は
、
「
公
民
協

働
」
と
か
「
住
民
主
体
、
行
政
サ
ポ
ー
ト
」
と
い
う
考
え

方
が
、
合
併
す
る
、
し
な
い
に
拘
ら
ず
必
要
で
す
。
そ
の

意
味
で
は
本
村
の
村
づ
く
り
に
お
け
る
住
民
の
皆
さ
ん

の
参
画
は
、
か
な
り
進
ん
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
自
分
た

ち
の
村
を
良
い
村
に
し
た
い
と
い
う
郷
土
愛
や
気
概
、
理

想
や
自
負
心
と
い
っ
た
も
の
が
如
何
な
く
発
揮
さ
れ
て

い
ま
す
。
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。
自
立
の
村
づ
く
り
に

対
す
る
視
察
は
後
を
絶
た
ず
、
全
国
的
に
も
注
目
度
を

増
し
て
き
ま
し
た
。
大
い
に
誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。
今

後
と
も
村
は
住
民
の
皆
さ
ん
と
協
調
し
て
、
良
い
村
、
活

力
の
あ
る
村
、
特
徴
の
あ
る
村
を
築
く
べ
く
地
域
づ
く

り
に
力
を
入
れ
て
行
き
ま
す
。

　

さ
て
原
村
は
長
い
こ
と
福
祉
健
康
の
村
づ
く
り
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
所
大
変
良
い
結
果
が
出
て
い

ま
す
。
平
成
17
年
度
に
お
け
る
住
民
１
人
当
り
医
療
費

は
44
万
１
千
円
（
県
平
均
は
54
万
円
）
で
、
低
い
方
か
ら

３
番
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
老
人
医
療
費
で
み
ま

す
と
56
万
６
千
円
（
県
平
均
は
67
万
３
千
円
）
で
低
い
方

か
ら
７
番
目
で
す
。
長
野
県
は
全
国
一
の
長
寿
県
で
あ
り

な
が
ら
、
医
療
費
も
全
国
一
低
い
こ
と
で
注
目
を
浴
び
て

い
ま
す
が
、
そ
の
長
野
県
の
中
で
本
村
が
こ
の
様
な
位
置

に
あ
る
と
い
う
こ
と
は
大
い
に
誇
り
と
し
て
よ
い
こ
と
で

あ
り
、
今
後
と
も
自
信
を
も
っ
て
こ
の
こ
と
を
進
め
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
各
種
健
診
の
充
実
と
健
診
費
の

無
料
化
（
人
間
ド
ッ
ク
は
７
割
）
を
続
け
る
と
共
に
、
65

歳
以
上
と
中
学
校
卒
業
ま
で
の
他
、
現
行
の
各
種
医
療

費
の
無
料
化
も
続
け
て
行
き
ま
す
。
本
村
の
高
齢
者
は

大
変
元
気
な
人
が
多
く
、
そ
の
就
業
率
は
県
下
一
で
あ
り

ま
す
が
、
今
後
と
も
こ
れ
を
維
持
で
き
る
よ
う
福
祉
健

康
の
村
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
行
き
ま
す
。

　

さ
て
国
を
背
負
う
の
も
村
を
背
負
う
の
も
若
い
人
の

力
で
す
か
ら
、
人
口
減
少
は
な
る
べ
く
食
い
止
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
本
村
で
も
子
育
て
支
援
は
行
っ
て
き
て

い
る
所
で
す
が
、
平
成
18
年
度
か
ら
意
識
的
に
こ
れ
を

強
化
し
、
閉
塞
感
を
打
破
し
、
活
力
の
あ
る
村
を
実
現
し

よ
う
と
し
て
き
ま
し
た
が
、
19
年
度
は
更
に
上
積
み
し
、

「
村
内
に
元
気
な
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
声
が
満
ち
溢
れ

る
村
」
を
作
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
原
村
に
お
け

る
子
ど
も
の
誕
生
数
は
平
成
11
年
度
以
来
60
人
を
こ
え

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
17
年
度
に
は
76
人
と

な
り
、
18
年
度
も
60
人
を
こ
え
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
一
学

年
３
ク
ラ
ス
を
確
保
す
る
上
か
ら
は
、
大
変
喜
ば
し
い
こ

と
で
す
。
19
年
度
村
で
は
保
育
料
に
お
い
て
第
２
子
を

半
額
化
、
第
３
子
以
上
を
無
料
化
と
す
る
外
、
今
後
病

児
保
育
も
行
う
こ
と
も
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
放

課
後
子
ど
も
教
室
事
業
も
現
行
の
「
原
っ
子
広
場
」
事

業
を
村
に
引
き
取
り
行
う
も
の
と
し
ま
し
た
。
ま
た
幼

児
か
ら
18
歳
ま
で
の
子
ど
も
を
対
象
と
す
る
、
子
育
て

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
事
業
を
行
い
、
育
児
や
子
育
て
相
談
を

充
実
し
ま
す
。
本
年
度
か
ら
は
国
の
児
童
手
当
も
増
加

さ
れ
ま
す
。
学
童
ク
ラ
ブ
の
時
間
延
長
や
幼
稚
園
へ
の

支
援
も
強
化
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
本
年
度
こ
れ
ら
総
額

で
新
た
な
子
育
て
支
援
に
は
２
千
４
百
万
円
余
を
見
込

み
ま
し
た
。

　

自
立
の
村
は
活
力
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ

に
は
地
域
経
済
に
元
気
が
必
要
で
、
商
工
業
へ
の
各
種

制
度
資
金
も
充
実
し
、
農
業
関
係
も
休
み
な
く
進
め
て

行
き
ま
す
。
地
域
の
中
で
経
済
が
回
る
こ
と
が
大
切
で
、

村
内
業
者
の
優
遇
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
村
財
政
は
苦

し
い
な
が
ら
も
健
全
に
推
移
し
て
い
ま
す
。

　

皆
様
と
共
に
「
住
ん
で
み
た
い
村
、
住
ん
で
良
か
っ
た

村
」
の
建
設
に
向
か
っ
て
、
本
年
度
も
誠
実
に
進
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

原
村
長　

清
水　

澄

平成19年度施政方針

「
村
内
に
元
気
な
子
ど
も
た
ち
の

　
　
　
　
　
　
　

遊
び
声
が
満
ち
溢
れ
る
村
」―

平
成
19
年
度
施
政
方
針

人も地域も輝く
　　緑豊かな原村
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編
成
の
基
本
方
針

平
成
19
年
度
の
予
算
編
成
は
、厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、行
財
政
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
沿
っ
て
経
常
経
費

の
節
減
を
進
め
る
一
方
で
、第
４
次
原
村
総
合
計
画
を
実
質
的
に
反
映
さ
せ
る
最
初
の
予
算
と
し
て
、積
極
的

に
施
策
の
導
入
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
編
成
方
針
と
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、平
成
19
年
度
の
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
総
額
は
33
億
５
８
０
０
万
円
と
な
り
、前
年
度
当
初
予

算
額
に
比
べ
４
１
０
０
万
円（
対
前
年
度
比
１・２
％
）増
の
予
算
規
模
と
な
り
ま
し
た
。

新年度予算のあらまし

■
一
般
会
計　

歳
入
の
状
況

　

歳
入
の
構
成
比
で
は
、下
が
っ
た

と
は
い
え
本
年
度
も
地
方
交
付
税
が

38
・
７
％
と
最
も
大
き
く
、続
い
て
村

税
が
24
・
０
％
、以
下
、繰
入
金
、村

債
、繰
越
金
、県
支
出
金
、国
庫
支
出

金
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
方
交
付
税
で
は
、税
収
増
に

　
　
　
　

伴
う
基
準
財
政
収
入
額

の
増
額
や
地
方
債
に
係
る
交
付
税
措

置
の
減
少
を
勘
案
し
、普
通
交
付
税

で
は
前
年
度
よ
り
２
・
９
％
減
の
12

億
６
０
０
０
万
円
、特
別
交
付
税
が

前
年
度
と
同
額
の
４
０
０
０
万
円

を
計
上
し
ま
し
た
。

村
税
は
、個
人
住
民
税
が
三
位

　
　
　
　

一
体
の
改
革
に
伴
う
所
得

税
か
ら
住
民
税
へ
の
税
源
移
譲
や
定

率
減
税
の
廃
止
に
よ
り
、前
年
度
よ

り
30
・
７
％
増
の
３
億

１
０
０
７
万
円
、法

人
住
民
税
は
前
年
度

と
同
額
の
３
５
０
０

万
円
を
見
込
み
ま
し

た
。一
方
、固
定
資
産

税
は
、新
増
築
家
屋

の
建
築
な
ど
に
よ
り

２
・
９
％
増
の
４
億

１
０
６
４
万
円
を
見
込
ん
だ
こ
と
に

よ
り
、村
税
総
額
で
は
11
・
９
％
増
の

８
億
４
３
７
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。基

金
繰
入
金
は
２
億
７
９
０

　
　
　
　

８
万
円
で
、内
訳
と
し
て

は
、村
債
の
償
還
に
充
て
る
た
め
の

減
債
基
金
１
億
円
の
ほ
か
、財
政
調

整
基
金
７
２
０
０
万
円
、義
務
教
育

施
設
整
備
基
金
４
０
０
０
万
円
、農

業
振
興
基
金
３
８
０
０
万
円
、保
健

休
養
地
管
理
基
金
２
８
０
０
万
円

な
ど
の
繰
入
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

村
債
で
は
、地
方
交
付
税
の
振

　
　
　
　

替
え
措
置
で
あ
る
臨
時

財
政
対
策
債
が
１
億
２
５
０
０
万

円
と
最
も
多
く
、次
い
で
学
校
教
育

施
設
等
整
備
事
業
債
２
７
４
０
万

円
、農
業
基
盤
整
備
事
業
債
６
２
０

万
円
と
な
り
、総
額
で
は
前
年
度
よ

り
14
・
７
％
減
の
１
億
５
８
６
０
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

※下水道会計は、今年度から企業会計に移行しました。

平成１９年度一般会計は
３３億5800万円

特集

新
年
度
予
算
の
あ
ら
ま
し

「
人
も
地
域
も
輝
く
緑
豊
か
な
原
村
」
に
向
け
て

一般会計の歳入

村税　8億437万円
村民税、固定資産税など
村に納める税金

繰入金　2億7908万円
基金などを取り崩し、
歳入に充てるもの

繰越金　1億3400万円
前年度から今年度に
持ち越されたお金

諸収入　1億2308万円
村の預金の利子や貸付金
の元利収入など

・分担金及び負担金
・使用料及び手数料
・財産収入

4569万円
3016万円
2269万円

その他の自主財源　9854万円

国庫支出金　1億2434万円
村の特定の仕事に対して
国から交付されるお金

県支出金　1億2929万円
村の特定の仕事に対して
県から交付されるお金

地方譲与税　9500万円
自動車重量税など本来
地方税に属される税金を
国が徴収し、
村に譲与されたお金

村債　1億5860万円
村が外部から調達した
資金（借金）

地方交付税　13億円
行政サービスの一定水準の確保
のため、所得税などの国税の
一部が国より交付されるお金
　

・地方消費税交付金
・自動車取得税交付金
・地方特例交付金
・利子割交付金
・交通安全交付金
・配当割交付金
・株式等譲渡所得割交付金

6000万円
4000万円
500万円
300万円
170万円
100万円
100万円

その他の依存財源　1億1170万円

24.0%

8.3%

3.9%
3.7%

2.9%

38.7%

4.7%
3.9%
3.7%
2.8%
3.3%

33億5800万円
歳　入

自主財源（42.9％）
14億3907万円
依存財源（57.1％）
19億1893万円

会　計　名
一般会計
　　国民健康保険事業会計
　　国保直営診療施設会計
　　有線放送事業会計
　　農業者労働災害共済会計
　　老人保健会計
　　下水道会計
　　　　　　　　収益的収入
　　　　　　　　収益的支出
　　　　　　　　資本的収入
　　　　　　　　資本的支出
　　　　　　　　収益的収入
　　　　　　　　収益的支出
　　　　　　　　資本的収入
　　　　　　　　資本的支出

　　水道会計

　　下水道会計

19年度予算額
33億5800万円
7億1000万円
7000万円
3350万円
110万円

6億5360万円
0円

1億4926万円
1億4660万円

0円
4540万円

4億1848万円
3億4661万円

857万円
2億2491万円

18年度予算額
33億1700万円
6億5390万円
7100万円
3620万円
110万円

6億2120万円
4億5500万円
1億4827万円
1億4392万円

0円
3579万円

0円
0円
0円
0円

対前年比
１．２％
８．６％
ー１．４％
ー７．５％
０．０％
５．２％
皆減　
０．７％
１．９％
０．０％
２６．８％
皆増　
皆増　
皆増　
皆増　

特

別

会

計
　

企

業

会

計

原村の平成19年度がスタートしました。
厳しい財政状況ですが、みなさんからお預かり
した大切な予算を、住みよい村づくりのために
計画的に、効率的かつ効果的に使っていきます。
一般会計・特別会計・企業会計をあわせた本年
度の予算総額は約56億円。今月はこの予算の
紹介をします。

村民税（個人）
3億1007万円

入湯税
96万円

村民税（法人）
3500万円

固定資産税
4億1064万円

軽自動車税
2120万円

たばこ税
2650万円

38.5%

4.4%
51.1%

（2.6%）

（3.3%）

（0.1%）

会計別予算額

8億437万円
村税の内訳



7 6

新年度予算のあらまし

■
一
般
会
計　

歳
出
の
状
況

  

19
年
度
の
新
規
及
び
主
要
事
業
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

総
務
費
で
は
、街
づ
く
り
・
人
づ

　
　
　
　

く
り
事
業
と
し
て
、中
央

高
原
再
生
事
業
（
道
路
事
業
）

３
６
０
０
万
円
を
新
規
事
業
と
し

て
計
上
し
た
ほ
か
、家
屋
全
棟
確
認

調
査
９
４
２
万
円
、地
域
国
際
化
施

策
支
援
特
別
対
策
事
業
４
３
４
万

円
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
４
３
０

万
円
、村
勢
要
覧
作
成
３
１
５
万
円

を
新
た
に
計
上
し
ま
し
た
。

民
生
費
で
は
、平
成
20
年
度
か

　
　
　
　

ら
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
が
始
ま
る
の
に
際
し
、保
険
料
徴

収
シ
ス
テ
ム
の
開
発
１
０
８
１
万
円

や
広
域
連
合
負
担
金
２
３
８
万
円

を
計
上
し
た
ほ
か
、子
育
て
支
援
策

と
し
て「
子
育
て
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
事

業
」２
０
６
万
円
を
、障
害
者
福
祉

対
策
と
し
て
地
域
生
活
支
援
事
業

７
２
１
万
円
を
新
規
に
計
上
し
ま
し

た
。継
続
事
業
と
し
て
は
、介
護
保

険
広
域
連
合
負
担
金
６
９
２
０
万

円
、障
害
者
自
立
支
援
法
関
係
費

５
７
１
５
万
円
、老
人
医
療
費
特
別

給
付
金
６
０
１
４
万
円
、児
童
手
当

給
付
事
業
５
７
７
１
万
円
を
計
上

し
ま
し
た
。

衛
生
費
で
は
、久
保
地
尾
根
墓

　
　
　
　

地
整
備
１
７
２
１
万
円
、

ア
ス
ベ
ス
ト
飛
散
防
止
対
策
事
業

５
７
４
万
円
、諏
訪
地
区
小
児
夜
間

急
病
セ
ン
タ
ー
負
担
金
１
９
３
万

円
を
新
た
に
計
上
し
ま
し
た
。継
続

分
と
し
て
は
、諏
訪
南
行
政
事
務
組

合
負
担
金
７
９
３
１
万
円（
灰
溶
融

施
設
整
備
負
担
を
含
む
）、南
諏
衛

生
施
設
組
合
負
担
金
６
６
２
３
万

円
、諏
訪
中
央
病
院
組
合
負
担
金

５
８
７
６
万
円
が
大
き
い
ウ
エ
イ
ト

を
占
め
て
い
ま
す
。

農
林
業
費
で
は
、継
続
事
業
と

　
　
　
　

し
て
中
山
間
地
域
直
接

支
払
制
度
補
助
３
５
６
９
万
円
、農

作
物
安
値
対
策
１
１
５
１
万
円
、農

道
整
備
事
業
１
０
１
０
万
円
、県
営

中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業

８
７
２
万
円
を
計
上
、新
規
事
業
と

し
て
は
、強
い
園
芸
産
地
育
成
事
業

３
０
０
万
円
の
ほ
か
、少
額
で
は
あ

り
ま
す
が
農
薬
飛
散
防
止
対
策
事

業
、環
境
に
や
さ
し
い
農
業
推
進
事

業
等
を
計
上
、ま
た
、市
民
農
園
の

実
施
に
向
け
た
経
費
を
新
た
に
計
上

し
ま
し
た
。

商
工
費
で
は
、村
制
度
資
金
預

　
　
　
　

託
金
４
３
０
０
万
円
、

八
ヶ
岳
自
然
文
化
園
管
理
委
託

２
９
５
０
万
円
の
ほ
か
、新
規
事
業

と
し
て
、温
泉
源
泉
ポ
ン
プ
購
入

４
１
９
万
円
、樅
の
木
荘
・
も
み
の
湯

の
改
修
３
３
４
万
円
を
、商
工
業
振

興
策
と
し
て
、中
小
企
業
振
興
資
金

利
子
補
給
50
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
計

上
し
ま
し
た
。

土
木
費
で
は
、下
水
道
会
計
へ

　
　
　
　

の
負
担
金
及
び
補
助
金

と
し
て
総
額
３
億
２
７
４
０
万
円

を
、道
路
維
持
補
修
工
事
１
３
２
５

万
円
、道
路
新
設
改
良
工
事
５
８
６

万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
計
上
し
ま
し
た
。

消
防
費
で
は
、常
備
消
防
に
係

　
　
　
　

る
広
域
連
合
負
担
金
１

億
２
７
２
６
万
円
、新
規
事
業
と
し

て
、防
災
啓
発
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作

成
80
万
円
を
計
上
し
た
ほ
か
、地
震

災
害
等
に
備
え
、す
ま
い
の
安
全「
と

う
か
い
」防
止
対
策
の
拡
充
、応
急
資

材
・
備
蓄
物
資
の
整
備
費
用
を
増
額

計
上
し
ま
し
た
。

教
育
費
で
は
、学
校
関
係
と
し

　
　
　
　

て
平
成
18
年
度
実
施
の

小
学
校
給
食
棟
改
築
工
事
に
引
き

続
き
、小
学
校
特
別
教
室
棟
改
築
の

た
め
の
工
事
・
管
理
業
務
費
用
１
億

２
２
０
万
円

を
、小
中
学
校

維
持
補
修
工
事

１
０
５
１
万
円

を
計
上
し
ま
し

た
。ま
た
、小
学

校
給
食
業
務
の

民
間
委
託
費
用

１
２
１
４
万

円
、小
中
学
校

理
科
備
品
の
整
備
費
用
３
２
６
万

円
、社
会
教
育
関
係
と
し
て
分
館
耐

震
補
強
工
事
補
助
金
３
０
０
万
円
、

公
民
館
耐
震
診
断
２
５
２
万
円
を

新
規
に
計
上
し
ま
し
た
。

科
目
別
の
構
成
比
で
は
、民
生

　
　
　
　

費
が
23
・
３
％
と
最
も
大

き
く
、次
い
で
総
務
費
が
15
・
６
％
、

以
下
教
育
費
、土
木
費
、衛
生
費
、公

債
費
、農
林
業
費
、消
防
費
、商
工

費
、議
会
費
の
順
と
な
り
ま
し
た
。

性
質
別
構
成
比
で
は
、補
助
費

　
　
　
　

等
が
25
・
４
％
、次
い
で
人

件
費
が
23
・
５
％
、
物
件
費
15
・

２
％
、普
通
建
設
事
業
費
９
・
８
％
、

公
債
費
９
・
６
％
、
扶
助
費
７
・

５
％
、繰
出
金
５
・
８
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。な
お
、人
件
費
・
扶
助
費
・
公

債
費
の
義
務
的
経
費
は
40
・
６
％
に

対
し
、投
資
的
経
費
は
９
・
８
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

般会計の歳出 科目別

・総務管理費
・徴税費
・住民基本台帳費

4億2724万円
5241万円
2585万円

総務費　5億2313万円
役場の庁舎管理など
全般的な事務経費

・社会福祉費
・児童福祉費

5億1234万円
2億7002万円

民生費　7億8257万円
高齢者や障害者、児童の
ための福祉全般の経費

・保健衛生費
・清掃費

1億6998万円
1億5881万円

衛生費　3億2879万円
各種検診やごみ処理など
の経費

・農業費
・林業費　

1億6665万円
169万円

農林業費　1億6835万円
ほ場整備事業など
農業全般的な経費

議会費　6200万円
原村議会運営のための経費

・商工総務費、振興費
・観光費
・中央高原管理費

8331万円
681万円
5842万円

商工費　1億4854万円
商工業の振興や観光事業などの経費

・道路橋梁費
・下水道費

7576万円
3億2740万円

土木費　4億602万円
道路・河川などを整備する経費

・小学校費
・中学校費
・社会教育費

5113万円
5537万円

1億2306万円

・常備消防費
・非常備消防費
・防災対策費

1億2726万円
2348万円
842万円

教育費　4億4141万円
小・中学校などの運営や
社会教育などの経費

公債費　3億2369万円
村が借りているお金を
返済するための経費

消防費　1億6150万円
消防・防災にかかる経費

0.4%
予備費等　1200万円

1.8%

15.6%

23.3%

9.8%
5.0%

4.4%

12.1%

4.8%

13.2%

9.6%

33億5800万円
歳出（科目別）33億5800万円

歳出（性質別）

義務的経費（40.6％）
13億6454万円
投資的経費（9.8％）
3億2981万円

その他経費（49.6％）
16億6365万円

人件費　7億8834万円
職員・議員等に対し勤労の
対価、報酬として
支払われる経費

公債費　3億2369万円
村が借りているお金を
返済するための経費

扶助費　2億5251万円
児童福祉法等に基づき
被扶助者に対し支給する
経費

普通建設事業費　3億2981万円
道路、橋梁、学校、庁舎の建設
事業に要する投資的経費

・貸付金
・積立金
・維持補修費
・予備費

5222万円
2437万円
1881万円
1200万円

繰出金　1億9347万円
一般会計と特別会計間に
おいて支出される経費

物件費　5億1044万円
消費的性質の経費

その他　1億740万円

補助費等　8億5234万円
各種団体や個人に支払われる
補助金、負担金などの経費

23.5%

9.6%

7.5%

9.8%

25.4%

15.2%

5.8%3.2%

地方公共団体が行う事業を目的別に分類するもので、
行政サービスの水準や行政上の特色などを知ることができます。

一般会計の歳出 性質別
地方公共団体の経費を性質別に分類するもので、
義務的経費、投資的経費、その他の経費に区分できます。
義務的経費は、人件費、扶助費、公債費で、
支出が義務づけられている経費です。
投資的経費は、道路や公共施設の建設といった行政水準の
向上にかかる経費で、普通建設事業費で構成されます。

一

特集

新年度予算のあらまし



9 8

法
政
大
学
・
原
村
の
連
携

法
政
大
学
・
原
村
の
連
携
に
よ
る
に
よ
る

　
　
　
　

　
　
　
　
　　

  　
地
域
づ
く
り
事
業

　
地
域
づ
く
り
事
業

法
政
大
学
・
原
村
の
連
携

法
政
大
学
・
原
村
の
連
携
に
よ
る
に
よ
る

　
　
　
　

　
　
　
　
　　
　　

  

地
域
づ
く
り
事
業

地
域
づ
く
り
事
業

法政大学・原村の連携による地域づくり事業

『
事
業
協
定
に
関
す
る
協
定
』

　

昨
年
８
月
下
旬
、原
村
は
法
政
大
学
と「
事

業
協
力
に
関
す
る
協
定
」を
締
結
し
て
、村
の

抱
え
る
課
題
の
解
決
と
村
の
活
性
化
に
つ
い
て
、

協
力
し
て
取
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
の
よ
う
な
社
会
の
大
き
な
変
革
期
に

あ
っ
て
、美
し
く
住
み
良
い
原
村
が
、さ
ら
に
魅

力
あ
ふ
れ
る
村
と
し
て
引
き
続
き
発
展
し
て

い
く
た
め
に
、大
学
と
い
う
研
究
機
関
の
英
知

と
若
者
の
発
想
・
ア
イ
デ
ア
を
村
づ
く
り
に
生

か
し
、「
地
域
力
」を
高
め
て
い
こ
う
と
考
え
て

い
ま
す
。

【
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
】

　

大
学
教

授
の
指
導

の
も
と
で
、

経
済
学
部

と
社
会
学

部
の
２
つ
の

ゼ
ミ
の
学

生
60
名
が

「
原
村
の
輝

く
宝
石
発

掘
探
検
隊
」

を
編
成
し
、８
月
下
旬
・
９
月
中
旬
・
11
月
上

旬
の
３
回
に
わ
た
っ
て
原
村
を
訪
れ
、村
づ
く

り
の
事
例
研
究
を
し
た
り
、住
民
の
み
な
さ
ん

宅
を
訪
問
し
た
り
し
て
、創
作
活
動
を
し
て
い

る
方
や
農
業
関
係
の
方
、食
事
処
な
ど
の
取
材

を
行
い
、そ
の
件
数
は
80
件
に
上
り
ま
し
た
。

【
隠
れ
た
魅
力
に
光
を
当
て
る
】

　 

今
回
の
調
査
を
通
し
て
学
生
が
着
目
し
た
原

村
の
特
色
は
、人
口
７
７
０
０
人
ぐ
ら
い
の
小

さ
な
村
に
、農
業
従
事

者
、ク
ラ
フ
ト
マ
ン
、

飲
食
店
な
ど
素
晴
ら

し
い
資
源
が
驚
く
ほ

ど
た
く
さ
ん
あ
る
と

い
う
こ
と
。し
か
し
な

が
ら
、そ
れ
が
地
元
住

民
を
は
じ
め
と
し
て
観
光
客
の
み
な
さ
ん
に

も
知
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

 

こ
れ
か
ら
村
の
経
済
を
活
性
化
し
て
い
く
に

は
、そ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
地
域
資
源
が
た

く
さ
ん
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
、地
域
内

循
環
の
経
済
活
動
に
結
び
付
け
て
い
く
こ
と
が

非
常
に
大
切
だ
と
い
う
結
論
に
な
り
ま
し
た
。

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
＆
パ
ン
フ
に

　
　
　
　
　

      

よ
る
情
報
発
信
】

 　

学
生
と
の
検
討
・
協
議
の
中
で
、原
村

の
地
域
資
源
を

　
「
楽
」　

体
験･

交
流
の

　
　
　
　

で
き
る
工
房
な
ど

　
「
食
」　

食
事
処

　
「
泊
」　

宿
泊
施
設

の
３
つ
の
要
素
に
ま
と
め
、特
に
今
ま
で

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た「
楽
」と

「
食
」に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
当
て
て
、魅
力
あ

る
資
源
を
紹
介
す
る
こ
と
で
原
村
全
体
と
し

て
の
魅
力
を
高
め
、地
域
経
済
の
循
環
と
滞
在

型
観
光
の
推
進
を
図
ろ
う
と
し
た
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
基
本
的
な
考
え
か
ら
、学
生
が

自
ら
現
地
に
赴
い
て
行
な
っ
た
取
材
に
基
づ
い

て「
食
」28
件
、「
楽
」50
件
に
つ
い
て
各
店
舗
や

工
房
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、「
泊
」73
件
に
つ

い
て
も
Ｐ
Ｒ
す
る「
は
ら
む
ら
物
語
り
」と
い

う
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
完
成
し

ま
し
た
。

　

学
生
が
実
際
に
店
舗
や
工
房
を
訪
れ
た
取

材
で
の
感
性
が
素
直
に
表
現
さ
れ
て
お
り
、斬

新
で
新
鮮
な
感
覚
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
、見

た
者
の
興
味
を
引
く
ペ
ー
ジ
に
仕
上
が
っ
て
い

ま
す
。ま
た
、各
店
舗
や
工
房
、宿
泊
施
設
な

ど
が
一
覧
で
き
る
マ
ッ
プ
を
入
れ
、村
内
で
の
ん

び
り
ゆ
っ
く
り
と
周
遊
し
て
体
験
・
交
流
が
図

ら
れ
る
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
て
、た
い
へ
ん
便

利
で
す
。

【
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
】

　

11
月
26
日（
日
）

「
原
村
・
法
政
大
学

ま
ち
づ
く
り
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」を
開

催
し
ま
し
た
。こ

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
は「
住
民
と
住

民
の
連
携
」
を

テ
ー
マ
に
、若
者
の

目
線
で
見
た
原
村
の
課
題
や
、原
村
ら
し
さ
を

大
切
に
し
た
村
づ
く
り
の
進
め
方
に
つ
い
て
の

ア
イ
デ
ア
や
提
案
が
な
さ
れ
る
と
と
も
に
、住

民
が
参
加
し
た
初
め
て
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、大
学
の
英
知
と

若
者
の
発
想
を
村
づ
く
り
に
生
か
し
、地
域
力

を
高
め
て
い
く
新
し
い「
し
く
み
」づ
く
り
が
始

ま
り
ま
し
た
。

【
大
学
と
の
連
携
に
よ
る
地
域
づ
く
り
事
業
】

　

こ
の
大
学
と
の
連
携
事
業
は
、（
財
）ふ
る
さ

と
財
団
の
助
成
金
事
業
と
し
て
、全
国
で
多
数

の
応
募
が
あ
っ
た
中
か
ら
24
箇
所
選
ば
れ
た

内
の
１
つ
と
し
て
採
択
さ
れ
、事
業
費
の
３
分

の
２
を
財
団
が
助
成
し
て
く
れ
た
た
め
、村
負

担
は
事
業
費
全
体
の
３
分
の
１
で
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

調
査
に
当
た
っ
た
法
政
大
学
社
会
学
部
４

年
の
谷
田
貝
君
は
、「
ま
だ
今
年
の
活
動
は
ス

タ
ー
ト
地
点
に
立
っ
た
ば
か
り
。取
材
し
て
原

村
が
大
好
き
に
な
っ
た
の
で
、多
く
の
み
な
さ

ん
に
原
村
の
す
ば
ら
し
さ
を
Ｐ
Ｒ
し
た
い
し
、

僕
の
第
２
の
故
郷
と
し
た
い
」と
熱
く
語
っ
て

く
れ
て
い
ま
し
た
。

 　【
こ
れ
か
ら
の
大
学
連
携
】

◆
大
学
と
の
か
か
わ
り　

・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
け
る
学
生
の
提
案
、ア

イ
デ
ア
に
つ
い
て
検
討
や
実
証
点
検
な
ど
を

行
な
い
、住
民
の
み
な
さ
ん
の
参
画
を
頂
い

て
、そ
の
効
果
と
実
現
の
可
能
性
な
ど
を

探
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

・
大
学
と
の
連
携
の
中
で
農
業
、観
光
、工
業
、

サ
ー
ビ
ス
業
、森
林
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
産
業

や
資
源
を
さ
ら
に
関
連
・
連
携
さ
せ
、住
民

が
主
体
と
な
る
村
内
循
環
型
の
経
済
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

・
住
民
の
み
な
さ
ん
が
東
京
に
行
っ
て
大
学
祭

な
ど
に
参
加
し
、原
村
を
Ｐ
Ｒ
し
た
り
交
流

す
る
機
会
を
設
け
る
予
定
で
す
。

◆
住
民
ど
う
し
の
連
携

・
今
後
は
住
民
ど
う
し
の
協
力
と
連
携
に
よ

り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
行
い
、循
環
型

の
経
済
活
動
が
持
続
的
に
展
開
で
き
る
よ

う
滞
在
・
交
流
の
コ
ー
ス
開
発
な
ど
を
実
施

で
き
る
体
制
づ
く
り
が
重
要
な
課
題
で
す
。

そ
の
母
体
と
な
る「
原
村
フ
ァ
ン
倶
楽
部
」の

設
立
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　【
お
願
い
】

　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す

る
店
舗
や
工
房
な
ど
に
つ
い
て
は
落
ち
の
な
い

よ
う
、な
る
べ
く
多
く
の
み
な
さ
ん
を
掲
載
す

る
よ
う
心
が
け
た
の
で
す
が
、情
報
不
足
か
ら

掲
載
さ
れ
な
か
っ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と

思
い
ま
す
。ど
う
か
、遠
慮
な
く
左
の「
問
い
合

わ
せ
先
」ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

村
づ
く
り
戦
略
推
進
室
企
画
係　

☎　

７
９
‐
７
９
4
２

http://we-love-haramura.jp/はらむら物語り 検索

〇教授や学生からの提案・アイデア
　
① 原村ブランドの創設と普及のため
   「アンテナショップ」出店 
② 日本一の生産を誇るセロリーの統一　
　 パッケージの作成
③ アート村としての活性化構想　　　
④ 新たな公共交通
　 システムの導入
 　など

『はらむら物語り』のホームページ、『はらむら物語り』のホームページ、
　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　 　  パンフレットがパンフレットが完成！完成！
『はらむら物語り』のホームページ、
　　　　　　　　　　 　 パンフレットが完成！



11 10

↑完成した給食棟↑完成した給食棟

現
在
の
給
食
調
理
室
が
あ
る
特
別
教
室
棟
の
老
朽
化
に
伴

現
在
の
給
食
調
理
室
が
あ
る
特
別
教
室
棟
の
老
朽
化
に
伴

い
、
建
設
を
進
め
て
き
ま
し
た
新
給
食
棟
が
２
月
８
日
に

い
、
建
設
を
進
め
て
き
ま
し
た
新
給
食
棟
が
２
月
８
日
に

完
成
し
引
き
取
り
検
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

完
成
し
引
き
取
り
検
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
し
い
給
食
棟
か
ら
の
給
食
の
提
供
は
、
今
年
４
月
か
ら

新
し
い
給
食
棟
か
ら
の
給
食
の
提
供
は
、
今
年
４
月
か
ら

始
ま
り
、
現
在
は
原
小
学
校
の
全
児
童
と
職
員
約
４
５
０

始
ま
り
、
現
在
は
原
小
学
校
の
全
児
童
と
職
員
約
４
５
０

食
分
の
給
食
を
作
っ
て
い
ま
す
。

食
分
の
給
食
を
作
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
安
全
、
安
心
、
そ
し
て

今
後
も
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
安
全
、
安
心
、
そ
し
て

お
い
し
い
給
食
を
提
供
し
、
子
ど
も
た
ち
が
正
し
い
食
習

お
い
し
い
給
食
を
提
供
し
、
子
ど
も
た
ち
が
正
し
い
食
習

慣
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

慣
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。  

現
在
の
給
食
調
理
室
が
あ
る
特
別
教
室
棟
の
老
朽
化
に
伴

い
、
建
設
を
進
め
て
き
ま
し
た
新
給
食
棟
が
２
月
８
日
に

完
成
し
引
き
取
り
検
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
し
い
給
食
棟
か
ら
の
給
食
の
提
供
は
、
今
年
４
月
か
ら

始
ま
り
、
現
在
は
原
小
学
校
の
全
児
童
と
職
員
約
４
５
０

食
分
の
給
食
を
作
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
安
全
、
安
心
、
そ
し
て

お
い
し
い
給
食
を
提
供
し
、
子
ど
も
た
ち
が
正
し
い
食
習

慣
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。 

↑完成した給食棟

　
　

　

概　
　

要

◆
墓
地
の
名
称
は

・・・
久
保
地
尾
根

　
　
西
墓
地

◆
墓
地
の
場
所
は

・・・
原　

村

　

１
１
４
９
９
番
４

　
（
室
内
字
久
保

　

地
尾
根
）

◆
分
譲
の
種
類
は

・・・
永
代
使
用
権

　

の
分
譲（
所
有

　

権
の
分
譲
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

◆
墓
地
の
区
画
数
は
・・・

　

１
５
５
区
画

◆
１
区
画
の
面
積
は
・・・

　

幅
１
．88
ｍ　

×

　

奥
行
き
１
．76
ｍ　

　

＝
３
．30
㎡　
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
枠
の
内

　

側
部
分
）

◆
使
用
者
の
資
格
は
・・・

　

次
の
①
ま
た
は
②
に
該
当
す
る
人

　

①
原
村
に
住
所
を
有
す
る
個
人
。　

　

②
原
村
に
本
籍
を
有
す
る
個
人
で
、原

　

村
に
住
所
を
有
す
る
人（
世
帯
主
）を
墓

　

地
管
理
人
に
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
人
。

　

小
学
校
の
給
食
調
理
室
は
、昭
和

52
年
に
現
在
の
場
所
に
改
築
さ
れ
ま

し
た
が
、建
物
の
老
朽
化
に
伴
い
文

部
科
学
省
に
よ
る「
学
校
環
境
衛
生

基
準
」に
適
合
す
る
新
し
い
給
食
施

設
の
建
設
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

「
ド
ラ
イ
方
式
」を
導
入

　
　
　

ラ
イ
方
式
」と
は
、こ
れ
ま
で

　
　
　

の
床
に
水
を
流
す
、高
温
、多

湿
の「
ウ
エ
ッ
ト
方
式
」の
給
食
室
と

対
比
し
て
表
現
さ
れ
る
も
の
で
、低

温
、低
湿
で
床
に
水
を
流
す
こ
と
の

な
い
方
式
で
す
。

　

給
食
で
最
も
心
配
な
の
は
食
中
毒

で
す
。こ
れ
ま
で
食
材
や
人
の
持
つ
細

菌
が
原
因
と
い
わ
れ
て
き
ま
し
た

が
、床
に
溜
ま
っ
て
い
る
水
の
し
ぶ
き

も
原
因
の
一
つ
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
、調
理
中
に
は
床
に
水
を
こ
ぼ

さ
な
い「
ド
ラ
イ
方
式
」が
取
り
入
れ

ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、厨
房
機
器
な
ど

も
ド
ラ
イ
方
式
に
対
応
し
た
機
器
を

導
入
し
ま
し
た
。

部
屋
ご
と
に
役
割

　
　
　

食
室
は
た
く
さ
ん
の
部
屋
に

　
　
　

分
か
れ
て
い
て
、そ
れ
ぞ
れ

に
役
割
が
あ
り
、大
き
く
分
け
る
と

食
材
等
が
運
ば
れ
て
く
る
汚
染
作
業

区
域
と
調
理
を
す
る
非
汚
染
作
業
区

域
が
あ
り
ま
す
。汚
染
作
業
区
域
は
、

食
材
の
品
質
や
量
を
調
べ
る
検
収

室
、野
菜
等
を
洗
っ
た
り
す
る
下
処

理
室
、し
ょ
う
ゆ
や
砂
糖
、小
麦
粉
な

ど
を
保
管
し
て
い
る
食
品
庫
な
ど
に

分
か
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、非
汚
染
作

業
区
域
は
、給
食
を
作
り
配
缶
す
る

調
理
室
な
ど
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

　

各
室
の
出
入
口
及
び
作
業
途
中
、

作
業
区
分
ご
と
に
手
洗
い
洗
浄
、消

毒
を
行
う
設
備
を
設
け
ま
し
た
。そ

れ
ぞ
れ
の
作
業
が
き
ち
ん
と
分
か
れ

て
お
り
、よ
り
安
全
で
衛
生
的
な
環

境
が
整
っ
て
い
ま
す
。

調理室 下処理室 検収室

施設の概要
　□場　所：小学校教室棟東側
　□構　造：鉄筋コンクリート　２階建
　□床面積：２３９．１０㎡
　　　１階：２２４．８２㎡
　　　２階：  １４．２８㎡
　□総事業費：８８７１万５千円

「
ド

給

原小学校　新・給食棟が完成しました
～安全、安心、そしておいしく～

原小学校　新・給食棟が完成しました

”久
保
地
尾
根
西
墓
地
“
一
般
分
譲
開
始

蓼
科
山
と
ア
ル
プ
ス
を
望
む
心
安
ら
ぐ
土
地

こ
の
墓
地
は
原
村
墓
地
条
例
及
び
原
村
墓
地
条
例
施
行
規
則

に
よ
り
運
営
さ
れ
ま
す
。

原
村
に
新
し
く
墓
地　

が
完
成
！

原
村
に
新
し
く
墓
地　

が
完
成
！

分
譲
を
開
始
し
ま
す

分
譲
を
開
始
し
ま
す

原
村
に
新
し
く
墓
地　

が
完
成
！

分
譲
を
開
始
し
ま
す

155区画

　

原
村
の
久
保
地
尾
根
に
新
た
に
造
成
し
た
村

　

原
村
の
久
保
地
尾
根
に
新
た
に
造
成
し
た
村

営
墓
地
、
名
称
を
「
久
保
地
尾
根
西
墓
地
」
と
い

営
墓
地
、
名
称
を
「
久
保
地
尾
根
西
墓
地
」
と
い

い
、
今
年
７
月
に
完
成
し
ま
し
た
。

い
、
今
年
７
月
に
完
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
墓
地
は
や
つ
が
ね
地
区
の
北
で
室
内

　

こ
の
墓
地
は
や
つ
が
ね
地
区
の
北
で
室
内

地
区
内
の
東
に
位
置
し
、

地
区
内
の
東
に
位
置
し
、
””村
中
心
街
か
ら
約

村
中
心
街
か
ら
約

６
０
０
メ
ー
ト

６
０
０
メ
ー
ト
ルル
““
と
い
う
好
立
地
の
場
所
に

と
い
う
好
立
地
の
場
所
に

あ
り
ま
す
。
北
側
に
は
蓼
科
山
、
西
側
に
は
ア

あ
り
ま
す
。
北
側
に
は
蓼
科
山
、
西
側
に
は
ア

ル
プ
ス
が
見
渡
せ
る
視
界
の
広
い
土
地
で
、
緑

ル
プ
ス
が
見
渡
せ
る
視
界
の
広
い
土
地
で
、
緑

の
薫
る
時
期
に
は
さ
わ
や
か
な
風
が
吹
き
抜
け

の
薫
る
時
期
に
は
さ
わ
や
か
な
風
が
吹
き
抜
け

る
環
境
の
良
い
場
所
で
す
。

る
環
境
の
良
い
場
所
で
す
。

　

面
積
は
全
体
で
２
，
５
０
５
平
方
メ
ー
ト
ル

　

面
積
は
全
体
で
２
，
５
０
５
平
方
メ
ー
ト
ル

あ
り
、
そ
の
中
に
墓
地
が
１
５
５
区
画
整
備
さ

あ
り
、
そ
の
中
に
墓
地
が
１
５
５
区
画
整
備
さ

れ
、
ま
た
、
駐
車
場
や
水
汲
み
場
な
ど
お
墓
参

れ
、
ま
た
、
駐
車
場
や
水
汲
み
場
な
ど
お
墓
参

り
に
必
要
な
施
設
が
整
っ
て
い
ま
す
。

り
に
必
要
な
施
設
が
整
っ
て
い
ま
す
。

　　

こ
こ
に
掲
載
し
た
概
要
以
外
に
施
設
の
基
準

こ
こ
に
掲
載
し
た
概
要
以
外
に
施
設
の
基
準

や
分
譲
の
流
れ
な
ど
が
細
か
く
決
め
ら
れ
て
い

や
分
譲
の
流
れ
な
ど
が
細
か
く
決
め
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
、
詳
細
は
村
づ
く
り
戦
略
推
進
室（
℡

ま
す
の
で
、
詳
細
は
村
づ
く
り
戦
略
推
進
室（
℡

７７
９９

－－
７
９
４
２
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

７
９
４
２
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。申
請
の
受
付
は
９
月
３
日
か
ら
開
始
し
ま
す
。

い
。申
請
の
受
付
は
９
月
３
日
か
ら
開
始
し
ま
す
。

　

原
村
の
久
保
地
尾
根
に
新
た
に
造
成
し
た
村

営
墓
地
、
名
称
を
「
久
保
地
尾
根
西
墓
地
」
と
い

い
、
今
年
７
月
に
完
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
墓
地
は
や
つ
が
ね
地
区
の
北
で
室
内

地
区
内
の
東
に
位
置
し
、
”村
中
心
街
か
ら
約

６
０
０
メ
ー
ト
ル
“
と
い
う
好
立
地
の
場
所
に

あ
り
ま
す
。
北
側
に
は
蓼
科
山
、
西
側
に
は
ア

ル
プ
ス
が
見
渡
せ
る
視
界
の
広
い
土
地
で
、
緑

の
薫
る
時
期
に
は
さ
わ
や
か
な
風
が
吹
き
抜
け

る
環
境
の
良
い
場
所
で
す
。

　

面
積
は
全
体
で
２
，
５
０
５
平
方
メ
ー
ト
ル

あ
り
、
そ
の
中
に
墓
地
が
１
５
５
区
画
整
備
さ

れ
、
ま
た
、
駐
車
場
や
水
汲
み
場
な
ど
お
墓
参

り
に
必
要
な
施
設
が
整
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
に
掲
載
し
た
概
要
以
外
に
施
設
の
基
準

や
分
譲
の
流
れ
な
ど
が
細
か
く
決
め
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
、
詳
細
は
村
づ
く
り
戦
略
推
進
室（
℡

７
９

－
７
９
４
２
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。申
請
の
受
付
は
９
月
３
日
か
ら
開
始
し
ま
す
。

北

セブンイレブン
信州原村店
●

●
やつがね
公民館

諏訪信用金庫
原支店
●

八ツ手 判之木

久保地尾根
西墓地

約100m

上室内

やつがね

“久保地尾根西墓地”分譲開始

　
　
　

●

原
村
役
場



の
風
通
し
を
良
く
す
る
大
切
な
こ

と
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
や
お
母
さ
ん
方
が

気
軽
に
集
い
交
流
で
き
る
よ
う
に
、

総
合
遊
具
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

設
置
し
た
遊
具
は
両
地
区
と

も
、滑
り
台
、う
ん
て
い
、リ
ン
グ
タ

ワ
ー
を
組
み
合
わ
せ
た「
コ
ン
ビ

ネ
ー
シ
ョ
ン
遊

具
」、ブ
ラ
ン
コ
、

バ
ネ
遊
具
で
す
。

②
運
動
用
具
等
整
備

　
【
判
之
木
区
、室
内
区
】

　

運
動
用
具
や
設
備
を
整
備
し
て

地
区
の
一
大
行
事
で
あ
る
区
民
運

動
会
を
充
実
し
、区
内
の
交
流
を
促

進
し
ま
し
た
。

　

判
之
木
区
で
は
テ
ン
ト
、フ
ェ
ン

ス
、屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
、反
省
会
の

た
め
の
モ
ニ
タ
ー
テ
レ
ビ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ

レ
コ
ー
ダ
ー
な
ど
を
整
備
し
ま
し

た
。

　

室
内
区
で
は
テ
ン
ト
、綱
引
き
や

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
の
用
具
、そ
れ
ら

の
収
納
庫
な
ど
を
整
備
し
て
い
ま

す
。

景
観
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

　

御
柱
街
道
沿
い
に
ド
ウ
ダ
ン
ツ

ツ
ジ
を
植
栽
し
て
緑
化
を
図
っ
た
の

も
こ
の
事
業
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

３
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

助
成
事
業

（
１
５
０
０
万
円
を
上
限
に
、建
設
費
用
の

３
／
５
を
補
助
）

地
区
公
民
館
の
建
築

　
【
判
之
木
区
】

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
の
ひ
と

つ
に
、地
区
公
民
館
な
ど
の
建
設
費

用
に
補
助
す
る
事
業
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
事
業
を
活
用
し
て
建
築
し
た

の
が
判
之
木
公
民
館
で
す
。

　

こ
の
事
業
は
、建
物
を
新
築
す
る

場
合
の
み
に
限
ら
れ
ま
す
。

事
業
を
活
用
す
る
に
は
？

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
申
請

で
き
る
の
は
、自
治
組
織
、公
共
的

団
体
及
び
市
町
村
に
限
ら
れ
ま
す
。

　
「
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」「
緑
化
推
進
」

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
」「
自
主
防

災
」「
青
少
年
健
全
育
成
」な
ど
の
い

く
つ
か
の
ジ
ャ
ン
ル
に
分
か
れ
、そ
れ

ぞ
れ
金
額
の
上
限
や
補
助
率
、対
象

と
な
る
範
囲
が
異
な
り
ま
す
。

　

申
請
は
村
を
通
じ
て
行
な
う
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。活
用
を
検
討

さ
れ
る
場
合
に
は
、ま
ず
村
づ
く
り

係
ま
で
ご
相
談
下
さ
い
。

２
緑
化
推
進

　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

（
５
０
万
円
以
上
の
事
業
に
対
し
、２
０
０
万

円
を
上
限
に
補
助
）

植
栽
に
よ
る
景
観
向
上

　
【
前
尾
根
線
、御
柱
街
道
】　

　

地
域
の
緑
化
は
、観
光
客
に
良
い

イ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
だ
け
で
な
く
、

そ
の
地
域
に
住
む
人
々
の
癒
し
に

も
な
り
ま
す
。

　

前
尾
根
線
の
阿
久
信
号
機
〜
郵

便
局
間
は
茅
野
市
方
面
か
ら
の
通

行
も
多
く
、八
ヶ
岳
を
背
景
に
展
望

が
ひ
ろ
が
り
ま
す
。沿
線
の
畦
畔
に

シ
バ
ザ
ク
ラ
を
植
栽
し
て
緑
化
と

支
援
事
業
を
活
用
し
て
地
区
を
活
性
化

支
援
事
業
を
活
用
し
て
地
区
を
活
性
化

地
区
活
性
化 

の
た
め
に
、
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
て
い
る

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」
を
活
用
し
て
の
施
設
整
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。

↑コンビネーション遊具（中新田区）

施
設
整
備
に
よ
る
地
区
の
活
性
化

　

公
民
館
や
遊
具
な
ど
の
施
設
、

地
区
の
備
品
、道
路
沿
い
の
植
栽
な

ど
は
、地
区
活
動
や
交
流
を
活
性

化
さ
せ
る
重
要
な
要
素
で
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
は
、財

団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
、区

や
自
治
会
な
ど
の
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
発
展
と
宝
く
じ
の
普
及
広
報

を
目
的
に
行
な
う
事
業
で
す
。

　

近
年
、地
区
活
動
を
充
実
さ
せ

る
た
め
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

を
活
用
す
る
こ
と
が
増
え
て
き
て
い

ま
す
。

1
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

（
１
０
０
万
円
以
上
の
事
業
に
対
し
、２
５
０  

万
円
を
上
限
に
補
助
）

①
総
合
遊
具
の
設
置

　
【
柏
木
区
、中
新
田
区
】

　

地
域
の
子
ど
も
同
士
の
交
流
は
、

子
ど
も
た
ち
が
地
域
の
一
員
で
あ
る

こ
と
を
自
覚
す
る
と
と
も
に
、地
域

支
援
事
業
を
活
用
し
て
地
区
を
活
性
化

↑室内区で整備した運動用具の一式

村づくり戦略推進室
　　　　村づくり係からのお知らせ

TEL.79-7922（直通）
E-Mail:muradukuri@vill.hara.nagano.jp

13 12

　

日
本
経
済
新
聞
の
一
面
に「
成
長

を
考
え
る
」と
い
う
囲
み
記
事
が
あ

る
。そ
の
５
月
14
日
号
に
わ
が
原
村

が
と
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。な
ん
で

も
そ
の
筋
に
よ
る
と
、日
経
の
一
面

に
と
り
上
げ
ら
れ
る
と
は
凄
い
こ
と

だ
そ
う
で
し
て
、早
速
何
人
か
か
ら

お
祝
い
の
電
話
が
入
り
、私
も
嬉
し

く
対
応
に
追
わ
れ
た
の
で
し
た
。

　

記
事
の
内
容
は「
箱
物
建
設
で
は

な
く
、逆
に
景
観
や
気
候
に
着
目
し

て
、村
内
地
域
を
ゾ
ー
ン
規
制
で
環

境
保
護
し
て
き
た
。長
野
県
全
体
で

は
人
口
は
転
出
超
過
だ
が
、原
村
は

税
収
も
安
定
。子
育
て
世
代
を
中
心

に
さ
ら
に
人
を
呼
び
込
む
好
循
環

が
視
野
に
入
っ
て
き
た
。」と
し
て
、

２
０
０
５
年
に
は
人
口
が
、過
去
最

多
の
1
9
4
8
年
の
記
録
を
抜
き
、

増
え
続
け
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。ま
た
マ
ク
ロ
で
み
れ
ば
人

は
生
産
性
の
低
い
所
か
ら
高
い
所
へ

と
流
れ
て
い
ま
す
が
、経
済
合
理
性

だ
け
で
は
な
い
理
由
で
地
域
に
と
ど

ま
る
人
も
い
る
の
で
、各
地
の
自
助

努
力
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

も
指
摘
し
て
い
ま
す
。考
え
て
み
ま

す
と
こ
の
自
助
努
力
を
や
め
て
し

ま
お
う
と
し
た
の
が
、先
の
合
併
議

論
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。人
口

が
増
え
る
と
い
う
こ
と
は
地
域
に
そ

れ
だ
け
の
力
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
り
、経
済
合
理
性
を
越
え
て
人
を

引
き
付
け
る
多
く
の
魅
力
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。私
た
ち
は
こ
の

魅
力
を
大
切
に
し
、誇
り
に
し
、よ

り
所
と
し
て
、日
々
を
送
っ
て
い
る

訳
で
す
。

　

日
経
紙
に
限
ら
ず
こ
の
と
こ
ろ

原
村
へ
の
注
目
度
は
増
し
て
い
ま

す
。誇
る
べ
き
優
れ
た
村
づ
く
り
施

策
の
数
々
は
枚
挙
の
暇
も
あ
り
ま

せ
ん
が
、そ
れ
ぞ
れ
特
徴
の
あ
る
も

の
で
す
。一
人
当
り
医
療
費
が
県
下

自
治
体
で
少
い
方
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

で
あ
る
こ
と
、高
齢
者
就
業
率
は
県

下
一
高
い
こ
と
、財
政
に
お
け
る
将

来
の
住
民
負
担
は
最
も
少
い
部
類

で
あ
る
こ
と
、に
も
拘
わ
ら
ず
I   

T
化
率
は
村
の
部
で
全
国
一
で
あ
る

こ
と
等
優
れ
た
指
標
も
沢
山
で
す
。

住
民
協
働
の
村
づ
く
り
も
随
分
進

ん
で
来
ま
し
た
。協
力
に
感
謝
す
る

と
こ
ろ
で
す
。国
が
と
り
上
げ
る
施

策
も
地
方
の
町
村
か
ら
出
た
も
の

が
、大
変
に
多
い
の
で
す
。そ
の
意
味

で
は
小
さ
な
村
の
果
敢
な
と
り
組

を
発
信
し
て
行
く
こ
と
も
、存
在
感

を
高
め
、国
を
も
動
か
し
て
行
く
上

で
、大
変
に
重
要
な
こ
と
で
す
。

　

原
村
永
久
の
発
展
の
た
め
魅
力

づ
く
り
を
更
に
進
め
、特
徴
あ
る
村

を
皆
で
作
っ
て
行
き
た
い
も
の
で

す
。

　

原
村
長　

清
水　

澄

ほ
っ
と

　小児救急医療において、小児科医師の不足と夜間の患者さんが各基幹病院（諏訪中
央病院など）に集中するため、小児科医師の負担増大、及び二次救急に影響を及ぼして
います。そこで、諏訪地区の3医師会の協力により、小児の初期救急医療を一元化した
「諏訪地区小児夜間急病センター」を開設し、診療を始めています。
　住民の皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

問い合わせ先　
諏訪広域連合　℡５２－４１４１（代表）　　保健福祉課健康づくり係　℡７９－７０９２（直通）

よ　  る  きゅうきゅう

～夜間お子さんが急な病気になったとき～

諏訪地区小児夜間急病センター
     では、６月１日から診療を開始しました。　　　　　
　　　　　　■診 療 日■

□受付時間□
■診療時間■ 
□診療科目□ 
■開設場所■

平成１９年６月１日から毎日
午後６時３０分～午後９時
午後７時～午後９時
小児科（けがは除きます）
諏訪市四賀2299－1　TEL５４－４６９９

諏訪地区小児夜間急病センター開設



１５ １４

国民体育大会で優勝！　清水　玲香さん

　清水さん（当時東海大三高校２年生）

は、平成18年度のスピードスケート全日本

ジュニア強化選手に選ばれました。そし

て、昨シーズン、県高校総体スピードスケー

ト500㍍と1000㍍の短距離２冠。インター

ハイ1000㍍２位。国民体育大会500㍍３

位、1000㍍１位という成績で、全国の舞台で初優勝しました。

　「今後は、世界の舞台で活躍できて、日本の旗を背負えるよ

うな選手になりたいと思います。」と話していました。

　２月12日、室内区で農地を持つ農家が集まり「原村室内区農

用地利用改善団体」の設立総会が開催され、室内区農業ビジョ

ン、規約、Slogan(スローガン)が承認され、役員選出では、会長

に小平雅彦さんが選任されました。この「農用地利用改善団

体」とは、作り手のない農地や機械での農作業に悩む農家と、

農業への意欲ある農家との連絡調整をして、農地の荒廃防止、

効率的農業をすすめる目的をもった団体です。

　室内区は、ほ場整備事業で農地は整いましたが、農業生産者

の減少、米価の下落、農業機械コスト高などの課題をかかえて

います。そこで、同団体を設立し、農用地の効率的かつ総合的な

利用、農作業の効率化、栽培管理の改善と環境負荷軽減への

取り組みをすすめる事となりました。さらに、今後は、農地や用

水路は、農業だけでなく、区全体の共有財産であると考えて、区

民全体からの協力を得て、農業を守り、住み良い室内区を目指し

て活動していく予定です。

村内でヒメバラモミの「穂」採取！
（社）林木育種協会が「ゴルファーの緑化促進協力会」

の協賛をうけヒメバラモミの増殖・保存事業実施！

　ヒメバラモミは、環境省作成の植物版レッドリストで、絶滅の恐れ

の極めて高い絶滅危惧種ⅠＢに指定されています。特に八ヶ岳地域

は、その殆どが中大径木で単木・孤立木状態にあり、他の個体との

交配が難しく絶滅の恐れが極めて強いことから、中部森林管理局

がヒメバラモミの増殖・保存をするため、八ヶ岳国有林に採取林の

造成を企画し「ゴルファーの緑化促進協力会」の協賛を受け、（社）

林木育種協会が事業を進めています。ヒメバラモミの増殖は、種子

によらないで、その個体の遺伝子をそのまま保存している「穂」を採

取し、それを台木に接ぎ木して苗木を作る方法で行われます。

　３月15日には、村の天然記念物に指定されているヒメバラモミを

はじめ、計６本から穂の採取が行われました。ヒメバラモミ

（トウヒ属）の接ぎ木は活着率が低く、また苗木の伸長も遅いが、極

力多く生産し、余裕が生じた場合は村に寄贈されるとのことです。

　３月14日、原中学校３年生が卒業記念で制作したブロンズ除

幕式が、卒業生や村関係者が出席して、八ヶ岳美術館の隣にあ

る学童生徒彫刻の森で行われました。今年のブロンズ像は坂口

雄紀君の詩「キックオフ」をテーマに河西涼峰さんがデザインし

ました。ブロンズ像の球体は

卒業生の夢や希望を表して

いて、その下には未来に羽ば

たこうとしている翼がありま

す。ブロンズ委員会委員長の

伊藤沙莉さんは「全国でも珍

しい中学生でのブロンズ制

作の機会をいただき感謝し

ています。私たちはそれぞれ

の道を歩んでいきますが、今

の思いはこの場所に残りま

す。大人になって原村を離れ

ても、今の私たちの思いがこ

こにあることを思い出し頑

張ります。」と挨拶しました。

区分
第１分団
第２分団
第３分団
第４分団
ラッパ

分団長（ラッパ長）
津金 進（八ツ手）
鎌倉美佳（払沢）
小林 憲司（柏木）
宮坂 栄二（中新田）
清水 祐輔（柳沢）

副団長（副ラッパ長）
小池 光久（柳沢）
堀内 賢市（払沢）
小林 政男（柏木）
由沢 正（中新田）
小林 稔（室内）

■団　長　宮坂　金光
■副団長　武田　　美

■新正副分団長

　村内で食用廃油をリサイクルするＮＰＯ法人が設立しました。

このＮＰＯ法人八ヶ岳ヒューマンエナジーは、原村の生涯学習の

一環として去年２月に活動を始めた「食用廃油を燃料にする

会」が母体になったものです。会では使用済みの植物系廃油か

らディーゼルエンジンを動かすバイオディーゼルを精製しようと

活動してきました。

　３月10日には会員が集まりＮＰＯ法人設立式典が開かれまし

た。式典のあと役場駐車場に設置した燃料製造施設が披露さ

れました。施設では１回に100ℓのバイオディーゼル燃料を作るこ

とが可能で廃油を入れて燃料ができるまで約７時間かかるとい

うことです。

　原村消防団幹部役員が改選され、引継ぎ任命式が３月31日、

役場講堂で行われました。式では、宮坂金光団長から新任役員

に任命書が交付され、新任幹部を代表して新第４分団長が宣

誓、鎌倉美佳新第２分団長が挨拶で「身の引き締まる思いでい

っぱいです。今後は地域住民のために頑張っていきたいです。」

と決意を述べ、退任幹部を代表し前第４分団長が退任挨拶を

述べました。最後に宮坂団長が、無事引継ぎを終了した旨村長

に報告し引継ぎ式が終了しました。

　なお、平成19年度の幹部役員は次のとおりです。

ＮＰＯ法人八ヶ岳ヒューマンエナジー設立ＮＰＯ法人八ヶ岳ヒューマンエナジー設立

原村消防団引継ぎ任命式原村消防団引継ぎ任命式
原中３年生卒業記念ブロンズ除幕式原中３年生卒業記念ブロンズ除幕式

　４月22日執行の原村議会議員選挙は、定数が２削減され、11

人となった最初の選挙でしたが、無投票となり、立候補者全員

の当選が確定しました。役場講堂において、選挙管理委員会委

員長から一人一人へ当選証書が附与されました。任期は平成19

年５月１日から４年です。

原村議会議員当選証書附与式原村議会議員当選証書附与式

室内区農用地利用改善団体が設立室内区農用地利用改善団体が設立

なっちゃんのワクワクセロリ通信
～小池奈津＠役場総務課の街角interview～
なっちゃんのワクワクセロリ通信
～小池奈津＠役場総務課の街角interview～

　なお、５月１０日

に開催された初

議会において、議

長は木下貞彦さ

ん、副議長は日

達徳吉さんに決

定しています。

その①その①なっちゃんのワクワクセロリ通信
～小池奈津＠役場総務課の街角interview～
なっちゃんのワクワクセロリ通信
～小池奈津＠役場総務課の街角interview～

その②その②
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